
チャレンジ・ザ・ドリーム

～群馬の明日をひらく～

ＦＭぐんまと当協会の共同制作番組

～群馬の明日をひらく～～群馬の明日をひらく～
平成27年６月４日（第27回）放送

　当協会は、平成25年度より、FMぐんまと共同制作番組を毎月1回放送しています。創業・起業
の応援をメインテーマとし、群馬発の大企業のトップインタビューを中心に構成しています。
　放送内容は、当月報に掲載するほか、当協会のホームページでも公開いたします。

●プロローグ
　こんにちは。ご案内役の奈良のりえです。大企

業トップへのインタビューなどをおよそ１時間に

わたって放送しているチャレンジ・ザ・ドリーム。

今日のトップインタビューは、自動車教習所や自

動車整備士養成学校を運営する赤城グループの小

倉基宏社長です。赤城グループは、伊勢崎市の赤

城自動車教習所をはじめ、合わせて７つの自動車

教習所と、群馬自動車大学校などの専門学校を運

営しています。自動車王国と言われる群馬県です

ので、車関連の仕事はニーズが高そうですが、そ

れだけにご苦労や工夫もあるのではないでしょう

か。また、群馬自動車大学校では、現在、学校を

舞台にした青春映画を制作中で、この夏に公開さ

れます。このあたりのお話も併せて伺っていきま

す。番組後半は、木綿や化学繊維に紫外線吸収な

どの絹と同じ機能を加える技術を持っている桐生

市の株式会社アートへの訪問インタビューです。

●トップインタビュー

赤城グループ
 小倉基宏社長
̶̶̶自動車整備士養成学校や自動車教習所を運

営する赤城グループの小倉基宏社長に、FMぐん

まのスタジオにお越しいただきました。小倉社長、

今日はどうぞよろしくお願いいたします。

（小倉社長）こちらこそよろしくお願いいたしま

す。

̶̶̶赤城グループは、伊勢崎市赤堀今井町の赤

城自動車教習所をはじめ、合わせて７つの自動車

教習所があり、赤城自動車教習所に隣接して群馬

自動車大学校も運営しているそうですね。

（小倉社長）はい。

̶̶̶実は、東京でも自動車学校を運営している

そうですが。

（小倉社長）はい。東京にも東京自動車整備大学

校がありまして、ほかにも、早稲田美容専門学校、

そして新宿鍼灸柔整歯科衛生専門学校と、合計３

つの学校があります。

【赤城グループの歴史】

̶̶̶幅広く展開されている赤城グループなんで

すけれども、そもそもの歴史をひも解きますと、

自動車大学校と教習所というのは、どちらが先に

始まったんですか。

（小倉社長）創業した時期は同時なんですけれども、

昭和38年に当時の佐波郡赤堀村（現在の伊勢崎市）

に赤城自動車教習所、それからその一部門として

自動車技術学校をつくりまして、昭和42年に、技

【プログラム】

●トップインタビュー

　赤城グループ

 小倉基宏社長

●保証協会からのお知らせ

　 創業チャレンジ資金と女性・若者・シニア

チャレンジ資金について

●チャレンジ企業紹介コーナー

　株式会社アート

◎アナウンサー　奈良のりえ
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術学校部門を独立させたということになります。

̶̶̶創立者は、小倉社長のおばあさまに当たる

……。

（小倉社長）はい。小倉朝香でございます。

̶̶̶そして、お父さまが二代目として事業を拡

大されました。お父さまは小倉クラッチの前社長

の一郎氏とご兄弟でいらっしゃるということなん

ですね。

（小倉社長）はい。そうです。一郎さんが長男で、

私の父、小倉基義が次男という、兄弟でございま

す。

̶̶̶そして、お父さまが事業を大変拡大されて

いきましたけれども、そのころのご様子というの

は、社長は覚えていらっしゃいますか。

（小倉社長）昭和50年ぐらいから、父が教習所の

買収を始めていったのですが、思い出としては、

父はしょっちゅう家にいなかったということです

かね。50年から56年ぐらいまではかなりのス

ピードでM＆Aをしていましたので、家にいな

かったという印象です。

̶̶̶そのころもうM＆Aをされていたというこ

となんですか。

（小倉社長）そうですね。50年ぐらいから一時期、

教習生の減少という傾向があったらしくて、教習

所の経営者が手放すような時期があったようで

す。

̶̶̶そのときに、むしろそれがチャンスだとい

うことで、お父さまは買収をしたわけなんですね。

（小倉社長）そうですね、はい。

̶̶̶ほかの経営者の方がうまくいかなかったと

ころを買って、うまくいく、採算が取れるという

見込みはあったんでしょうか。

（小倉社長）これは聞いた話なんですけれども、

赤城自動車教習所というのは、今も畑のど真ん中

にありますが、その当時は本当に何もない野原の

中にあったそうです。ところが買収したそれらの

教習所は、見てみると、民家がたくさん周りにあっ

たそうです。

̶̶̶立地条件はよかったんですか。

（小倉社長）立地条件が赤城教習所よりもはるか

によかったと。ですから、赤城教習所と同じよう

な経営をしていけば必ず成功するというふうに父

は思っていたそうです。

̶̶̶なるほど。教習所も自動車大学校も、もう

歴史がありますので、かなりの卒業生がいるんで

しょうね。

（小倉社長）ええ。教習所については、私どもグルー

プ７社の卒業生は年間１万人でございます。

̶̶̶１万人ですか。

（小倉社長）はい。で、群馬自動車大学校につい

ては、今、約9,400名の卒業生がおります。大体、

群馬県のディーラーさんに就職させていただいて

いるんですけれども、７割、８割ぐらいのディー

ラーさんの整備士は、私どもの卒業生だと思いま

す。

【赤城グループ入社まで】

̶̶̶いつかは会社を継ぐんだな、なんていう気

持ちが芽生え始めたのは、いつぐらいですか。

（小倉社長）大体高校生ぐらいから、継ぐのかな

という感じはありましたね。

̶̶̶やっぱり、そうですか。基宏社長は大学を

卒業した後に、一度別な会社にお勤めをされてい

て、その後に赤城グループに入社したというふう

に伺っているんですけれども。

（小倉社長）はい。大学時代に留学経験が１年あ

りますが。

̶̶̶どちらに留学されていたんですか。

（小倉社長）オーストラリアのほうに１年間、留

学と言っても遊学。遊びに行かせてもらったんで

すけれども。

̶̶̶いや、もう世界を見るというのは大切なこ

とですよね。

（小倉社長）で、うちの家業も、専門学校を経営

しているということで、英会話学校に入社をした

んですけれども、引き合いがあって、７カ月ぐら

いで退社をして、次に日本化学発光株式会社って

いう、ディズニーランドで売っているブレスレッ

トですとか、夜店で売っているブレスレットです

とか。

̶̶̶こう、発光する、光る……。

（小倉社長）発光体ですね。

̶̶̶ええ。

（小倉社長）コンサートで使っている、そのメー

カーに就職をいたしました。

̶̶̶それは何か、語学力が買われてとか、そう
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いうことで、ですか。

（小倉社長）ええ、多少英語がしゃべれていたも

のですから、その会社がやはりヨーロッパですと

か、アメリカですとか、東南アジアに、その発光

体を輸出していたので、その関係で、「じゃあ小倉

君、来てみないか」ということで、行かせていた

だきました。

【赤城グループでの最初の改革】

̶̶̶社会人としての第一歩を、そういってほか

の会社でスタートをして、そこでの経験などもそ

の後に生かされたのかなと思うんですけれども、

赤城グループに入社したのは、そうしますといつ

ごろですか。

（小倉社長）はい、私が入社したのは29歳、30

歳になる前のときでして、約５年間、その日本化

学発光株式会社に勤めさせていただき、父のほう

から、そろそろ帰ってこないかと。

̶̶̶30歳を前に。

（小倉社長）はい、帰ってこないかということで、

退社をして、赤城グループに入社をいたしました。

̶̶̶そのときは、どんなお気持ちで入社したん

ですか。

（小倉社長）経験を生かしながら赤城グループ発

展のために頑張っていこう、という意気込みで入

社をいたしました。

̶̶̶意気込み、プラス、プレッシャーなどはあ

りませんでした？

（小倉社長）プレッシャーはかなりありました。

̶̶̶代表取締役副社長として入社をされたとい

うことですが。

（小倉社長）ええ、それもプレッシャーの一つだっ

たんですけれども、私、営業と輸出入をやってい

ましたので、個人的には営業部長ぐらいで帰って

くるのかなと思いましたら、「代表権を持った副社

長で戻ってこい」というふうに言われたもので、

私自身もびっくりして帰ってきたような状況でし

た。

̶̶̶そして、藤岡市内の柳瀬橋教習所を任され

て、ということなんですけれども、気持ちとして

は、引き締まる思いだったのではないですか。

（小倉社長）父は覚えてないようですけれども、「柳

瀬橋教習所を任せるから、自分の好きなように

やってみろ。つぶしてもいいから」というふうに

言われました。１年間はずっと、どういう業務を

しているのかな、うちの職員、指導員はどういう

動きをしているのかな、または、今置かれている

我々の環境、マーケットの変化はどうなのかな、

ということで、リサーチも含めて、柳瀬橋教習所

を取り巻く環境、または群馬県の環境等を見させ

ていただきました。そういう中で、15年後、も

しくは20年後、18歳人口が減っていくのは間違

いない、少子高齢化が進んでいくのは間違いない、

というのが、わかってきたんです。けれども、さ

て、柳瀬橋教習所の職員はどうなのか。古い方は、

教習所のイメージっていうと、まず、怖い、怒ら

れる、横柄だというような印象を持たれていると

思うんですけれども（笑）。

̶̶̶教官のイメージですね。

（小倉社長）教習所の教官ですね。横に座って威

張っていたと。まさに私が入社した当時はそのよ

うな状況でした。そういう中で、もう15年後、

20年後、18歳が減ってくるんですよ、今から、

教習生ではなくて、お客さまだと考えて対応して

いきましょう、というふうに取り組みを始めてい

きました。

̶̶̶サービス業のような部分も考えていかな

きゃいけないと。

（小倉社長）そうですね。もう我々はサービス業

に徹していこう、という意識改革を、２年目ぐら

いからし始めました。

̶̶̶ただ、今までは先生として指導をする立場

にあった方たちが、いきなりお客さまへのサービ

ス業だという、それこそ逆転現象に、教官たちは

どんな反応でした？

（小倉社長）もうなかなか。「三代目さん、何を言っ

ているんですか」と。

̶̶̶ああ、まずそこから入るわけですね。

（小倉社長）「会社を見てください」と。「こんなに

たくさん教習生はいます」と。「ロビーを見てく

ださい」。

̶̶̶予約待ちだったり。

（小倉社長）「予約待ちです。何がお客さま対応で

すか。何がサービス業ですか」っていうのが、ほ

とんどの社員の方々の意見というか、態度に現れ

ていたというところですかね。
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̶̶̶その反発をしていた教官たちを、どのよう

に、改革というか、意識を変えていったんですか。

（小倉社長）まずは、あいさつから始めましょう

とか、基本的なところから始めたんですけれども、

「三代目、副社長、何をやっているんですか」と、

辞めていく教官の方も……。

̶̶̶何人かいらっしゃいました？

（小倉社長）何人かじゃないんですね、10人ぐら

いは。

̶̶̶10人。そのころ、何人ぐらいの教官が？

（小倉社長）30名の教官の方がいたんですけれど

も。

̶̶̶３分の１が……。

（小倉社長）辞めましたね。

̶̶̶その辞めていく状態というのは、大体どの

ぐらい続いたんですか。

（小倉社長）１年ですかね。

̶̶̶１年間ですか。

（小倉社長）父も、あるとき柳瀬橋教習所に来ま

して、「このままいったらつぶれるぞ」と言われて、

結果的につぶれそうにはなるんですけれども

……。

̶̶̶あ、そこまでいったん落ち込みましたか。

教官が辞めて……。

（小倉社長）もう売上が下がって。１対１ですので、

教える人間がいなければ、その分、売上が上がら

ないというところですので。

̶̶̶それが変わり始めたのは、どんなことが

きっかけでした？

（小倉社長）その当時、就職氷河期だったんですね。

特に女子。女性の短大、大学の女子の就職率が非

常に悪かったんですね。求人を出したら、女性の

指導員候補生の応募がかなりありまして、約10

名ぐらい、女性の指導員候補生を採用することが

できまして、女性の指導員が多くなったというと

ころですかね。

̶̶̶就職氷河期という一つのターニングポイン

トが、赤城グループにとっては大きな変わるきっ

かけになったんですね。

（小倉社長）そうですね。女性にターゲットを絞っ

たっていうのがよかったかもしれませんね。

̶̶̶確かに、優しくてきれいで若い教官の方が

いらしたら……。

（小倉社長）そういう教官に教習されたいと……。

̶̶̶教習されたいと（笑）。

（小倉社長）気持ちはあったみたいですね。若い、

18歳の男子にはですね。

̶̶̶ああ、そうですか。そういった中で、口コ

ミでたちまち評判が広がっていったと。

（小倉社長）そうですね。

̶̶̶そこからは、では順調に意識改革も進み、

だんだん教官の方たちのお気持ちというのも変

わっていきました？

（小倉社長）徐々に変わっていったようなときで

すね。ですから女性が入ってきたことによって、

その女性目線で見るサービスの提供ができてきた。

男性特有の横柄な言葉づかいですとか、そういっ

たものもだんだん減ってきたっていう時期です

ね。

̶̶̶波乱はあったものの、結果的には改革に成

功した。

（小倉社長）成功まではいかないですけど、まあ、

元の売上に戻ったということですかね（笑）。

̶̶̶これはまさに小倉社長の１つ目の、副社長

時代のイノベーションということになりますね。

さあ、このあとまた引き続きお話を伺っていきた

いのですが、ここで１曲お届けしましょう。選ん

でいただいた曲は、留学していたころの思い出の

曲だそうですね。

（小倉社長）はい。留学したときに、洋楽を聞くやっ

ぱり機会が多くて、そのときによく聞いていた曲

でございます。

̶̶̶それではお届けいたしましょう。レイ・

パーカーJr．で『ウーマン・ニーズ・ラブ』。

【社長就任後の取り組み】

̶̶̶藤岡市内の教習所で改革を成功させ、その
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後は小倉社長、どうなさったんですか。

（小倉社長）はい、その後、我々グループの本部

が赤堀の赤城教習所のところにあるのですが、そ

の本部のほうに移ってこいということで、グルー

プ全体を見るような形になりました。

̶̶̶そうしますと、今度はグループ全体の意識

改革に取り組むというステップに入るわけです

か。

（小倉社長）そうですね。ステップというか、グルー

プ全体を、じゃあどうやって改革していこうかと

いう形の中で、研修制度を設けたりですとか、３

C運動、「チャンス、チャレンジ、チェンジ」って

いう、その頭文字のCを取って３C運動というも

のを立ち上げて、サービス面、教習面、それから

施設管理等々の重点項目を６項目掲げて、それを

どうやって改善をしていこうかと。会社のトップ

だけではなくて、課長さん、部長さんが取り組む

んじゃなくて、会社全体で取り組むような運動を

始めました。

̶̶̶大体そういう、研修制度もそうですけれど

も、一つの何かビジョンを持ったときというのは、

何年ぐらいのスパンで？

（小倉社長）まあ、５年ですね。社長からは、社

長からっていうのは当時の社長からは、「まあ、３

年ぐらいでやれや」とかって言われましたけれど

も、とてもとても、意識がそんなに早く変わるも

んじゃなくて、大体５年ぐらいかかるのかなあと

は思っていましたね。

̶̶̶これ、例えば管理職の方で、どのあたりの

ラインの方が変わると、全体が変わっていくとい

うふうに感じるとかありました？

（小倉社長）係長、課長以上クラスが変わったら、

変わってくれますねえ。

̶̶̶そういうときというのは、例えば副社長と

か社長の意識改革というのも、一緒に付いてくる

ものなんですか。

（小倉社長）そうですね。やっぱり私自ら、あい

さつもしっかりしなければいけないですし、汚れ

ているところがあれば注意をして、自らごみを拾

うですとか、そういったことをやっていかないと、

なかなか付いてきてくれませんね。

̶̶̶副社長が一番率先して取り組んでいった

と。

（小倉社長）まあ、見せないと、全然下は動いて

くれませんので。はい。

̶̶̶その後、40歳のときに社長に就任をなさっ

たということなんですけれども。いよいよですね。

（小倉社長）いよいよというか、やっていることっ

ていうのは継続してやればいいことなので、そん

なに社長になったからといって、新たなプレッ

シャー、当然ながらプレッシャーはありますけれ

ども、そんな大きなプレッシャーでは感じなかっ

たのかなという気はいたします。

̶̶̶今までやってきたことを引き続きやってい

こうという。

（小倉社長）そうですね、はい。

̶̶̶そのような中で、注意したこととか、大切

にしてきたことっていうのは、どんなことがあり

ます？

（小倉社長）それは、当たり前のことなんですけ

れども、やっぱり一人一人よく見てあげて、褒め

るべきところは褒めてあげて、できてないところ

は改善してあげて、それを踏まえてよく評価をし

てあげる。で、人って、見てもらっていないとい

うのがわかっちゃうと、なかなか真剣に取り組ま

ないところってあると思うんですね。ですので、

一人一人をよく細かく見てあげること。で、見て

あげることで、社員のやる気を引き出していくこ

とが、今、心がけているところですね。

̶̶̶そういったことを、お一人お一人に目をか

けるということを、特に注意されてきたというこ

となんですが、先ほどから、少子化を見据えてと

いうのがキーワードとして出てきました。その少

子化を見据えて改革を進めてきたということなん

ですけれども、自動車を取り巻く状況というのも、

実際にやっぱり大きく変わったと感じます？

（小倉社長）ここ最近、顕著に出てきているのは、

18歳になったからすぐ免許を取る、というお客

さんは減ってきたということなんですけれども、

柳瀬橋にいるときから、合宿教習というものに取

り組みました。大体16泊ぐらいで免許が取れる

んですけれども、前橋に150部屋ぐらいの宿舎を

建てて、そこから県内５社に教習生を、地方から

来た人、都心から来た人を、送迎を通じて送り込

むというような取り組みをしました。

̶̶̶女性にも人気のオプションなども付いてい
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るんですって？

（小倉社長）そうですね。これは全国でも我々グ

ループが初めてやったんですけれども、エステで

すとか、ネイルサロンですとか、あとフィットネ

スですとか、そういったものを取り入れて、ちゃ

んと講師も呼んで、インストラクターも呼んで、

施設内でそういった教習以外の時間を快適に過ご

せる施設をつくりました。東京で美容学校や鍼灸

柔整学校をやっていて、そういったノウハウが

あったものですから、そこにいるスタッフを群馬

に呼んで、サービスを提供させていただくという

ような取り組みでした。

̶̶̶赤城グループのさまざまなノウハウが詰

まった合宿所という感じなんですね。

（小倉社長）そうですね。

【映画「グリモン」と自動車整備学校の取り組み】

̶̶̶それから、自動車整備学校を舞台にした映

画を、今まさに制作しているそうですね。

（小倉社長）そうなんですね。今、整備士が、こ

の10年間で約半減をしております。整備士にな

りたいと思って全国の自動車整備学校に入学する

数が半減をしております。約２万人から１万人に

なっているような状況でして、これも本当に我々、

危惧しているところでありまして、日本の基幹産

業である自動車産業の中でも、車を整備する整備

士が10年間で半分になっているもんですから。

整備士って、こんないい職業なんだよと。昔は、

油まみれの整備士っていうイメージがあったと思

うんですけれども、今は全然そんなのではなくて、

３Kのイメージでは全くないものですから、そう

いった仕事なんですよというのをアピールしたく

て、今、映画に取りかかっております。

̶̶̶どのような映画か、せっかくですから、

ちょっとストーリーなども教えていただけます？

（小倉社長）高校生が、どんな職業に就こうかなあ、

車って昔、興味があったよな、じゃあ、就職もい

いし、整備士が足りないって聞いているので、整

備学校にでも通ってみようか……と思って入った

ものの、やっぱり何となく違うなって思いながら

も、そこには女性の学生がいたりして、出会いが

あって。そんな中、学生のおじいちゃんが空飛ぶ

自動車の設計をしていたんですね。その設計図を

学生が見つけまして、それをじゃあつくってみよ

う、という映画でございます。

̶̶̶俳優さんたちは、どういう方たちが？

（小倉社長）演劇をずっとやっていた子たちです

とか、俳優、女優志望の方ですとか、あと、現役

の高校生の演劇部、といった方々が応募してきて

います。地元群馬の方々に出ていただいておりま

す。

̶̶̶間もなく公開、７月が公開ということです

ね。

（小倉社長）はい、伊勢崎のスマークのプレビ劇

場で、７月25日から公開されます。

̶̶̶せっかくですから、タイトルもご紹介くだ

さい。

（小倉社長）はい。タイトルは『グリモン～

DREAM OF FLYING CAR～』です。

̶̶̶グリモンって何ですか？

（小倉社長）欧米の整備士を俗語でグリースモン

キーっていうんですけれども、直訳すると、これ、

油猿になってしまうので、ちょっとよくないかな

と思って、グリースモンキーを縮めさせていただ

いて、グリモンにさせていただきました。

̶̶̶なんか皆さんに、「グリモン、見に行こう」

みたいな感じで言っていただけるといいですね。

（小倉社長）そうですね。ぜひ、見に来ていただ

ければと思います。

̶̶̶整備士の仕事をアピールするためにおつく

りになるということなんですけれども、そのほか、

整備士の養成に向けて、自動車大学校のカリキュ

ラムなどにも、社長、工夫されているそうですね。

（小倉社長）はい、私どもの学校では、２級整備

と１級整備士の養成をしております。で、１級整

備士には、２級整備士２年間、１級整備士２年間

で、専門士が取れるんですけれども、並行して、
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産業能率大学のマネジメントですとか経営学とい

うものを同時に勉強してもらうことによって、学

士の資格も取って卒業することが可能になってお

ります。

̶̶̶１級整備士のコースで、整備士の取得もで

きるし、なおかつ学士も取得できる、大卒の資格

も取れるということなんですね。

（小倉社長）はい、そうです。

̶̶̶このあたりが本当に学生さんにとっても大

きいメリットですものね。

（小倉社長）まあ、メリットはメリットで、また

逆に、本人たちがやっぱり大学の勉強もしてきた

んだと、それはやっぱり彼らの自信に一番つなが

ると思います。

̶̶̶さまざまな後押しを学生さんにもしてくだ

さっているわけなんですけれども、それから一流

のものに触れさせるというのも、社長にとっては

大切なことというふうにお聞きしました。

（小倉社長）あ、はい。専門学校、大学校の教育

方針の中で、やっぱり一流のものを学生に触れさ

せようということで、最新鋭のフェラーリを購入

させていただいたり、それから、徐々に徐々にで

すけれども、ランボルギーニ、ポルシェ、GTR、

それから電気自動車のスポーツカー「テスラ」っ

ていう、シリコンバレーでつくられた電気自動車

のスーパーカーがあるんですけれども。

̶̶̶次世代型ですよね。

（小倉社長）これも購入させていただきまして、

これだけスーパーカーがそろっている学校は、全

国を見ても、我々小倉学園の群自大、東自大（東

京自動車大学校）、この２校しかないと思ってい

ます。

【趣味と社会貢献活動】

̶̶̶少しプライベートのお話も伺いたいのです

が、やっぱり小倉社長は車がお好きですか。

（小倉社長）ええ、小さいころからやっぱり車に

囲まれていたということもありまして、車大好き

で、小倉クラッチの先代の社長さん、小倉一郎さ

んも大好きで、しょっちゅうおじさんの家に遊び

に行っては、珍しい車というか、外車を含めて見

に行っていました。

̶̶̶ご自身もたくさん所有していたり、カー

レースに出たりしているんですか。

（小倉社長）私はあまり、職業柄といいましょうか、

サーキット内ではいいんでしょうけれども、なか

なかそういうスーパーカーに乗る機会もあまりな

いですし、所有している車もファミリーカーぐら

いです。

̶̶̶あ、そうですか。意外にも、たくさん、な

んかガレージに外車が停まっているような（笑）。

（小倉社長）学校にたくさんありますから（笑）。

̶̶̶学校にたくさんあるというお話を聞いたの

で、おうちにもそのぐらいあるのかなと（笑）。

（小倉社長）いやいや、高くて買えません。

̶̶̶意外と堅実な小倉社長の一面ですが。それ

から、ハートドライビングクラブというのを主宰

しているそうですね。これはどういうクラブです

か。

（小倉社長）はい。３年前ぐらいだったと思うん

ですけれども、群馬県の事故を減らしていきたい

と。初心運転者の事故もそうなんですけれども、

群馬県全体の事故を減らしていこうという形の中

で、NPO法人ハートドライビングクラブという

ものを設立させていただきました。これは群馬県

のみんなが一つのチームとなって、事故を減らし

ていく、それから、マナー、ルールをよくしてい

こうというようなことで、企業さんにもご協力を

いただきながら、一般の会員の人は無料で会員に

なっていただいて、今こんな事故が起きています

よとか、こんな事故が多いですよとか、こういう

ことに注意しましょうねとか、そういったのをイ

ンターネット等で発信をして、１件でも群馬県の

事故を減らしていこうという取り組みのクラブで

ございます。

̶̶̶活動としては具体的に、例えば何か……。

（小倉社長）大型ショッピングモールでちらしを

配ったりですとか、啓蒙活動をしているような状

況です。

̶̶̶そういった活動の中で、群馬県はこういう

事故がちょっと多いかなとか、こういうマナーは

もう少し気を付けてくれるといいな、なんて思う

ことはありますか。

（小倉社長）栃木県にも教習所がありますし、い

ろんな他県に車で移動することが多いんですけれ

ども、群馬県は、やっぱりせっかちなんですかね。
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特に意外と女性が、ちょっとせっかちな運転をさ

れているのかなというような……。

̶̶̶もう本当に今、胸に響きすぎています。す

みません。

（小倉社長）そんな感じは持っています（笑）。

̶̶̶その１人ですね。ちょっとウインカーを出

す前に右折に入ってしまったりとか……。

（小倉社長）入ってしまうとか、なかなか入れて

くれないとかね。女性だと、「入れてくれないんだ、

やっぱり女性かな」みたいな、というのはありま

すね。

̶̶̶何かマナー違反ではないけれども……。

（小倉社長）ないんですね。ないんですけれども、

譲り合いの心をやっぱり一人一人がもっと持てば、

群馬県の事故も減ってくるのかなという気はいた

します。

̶̶̶残念ながら、ちょっと事故が多いというよ

うな統計も出ているようですね。

（小倉社長）そうですね。他県と比べると、お隣

の栃木県とも比べても、群馬県はやっぱり、ちょっ

と事故が多いのかなっていう気はいたします。

̶̶̶心してこれからはハンドルを握りたいと思

います。

（小倉社長）よろしくお願いいたします。

̶̶̶ところで、車だけでなく、乗り物、ほかに

もご趣味があるそうですが。

（小倉社長）昔から海が好きだった、ダイビング

ですとかは学生のころからよくやっておりまして、

最近ですと、十数年前にヨットを購入いたしまし

て、最近はたまにですけれども、年に１～２回、

ヨットに乗るぐらいですかね。

̶̶̶どこにヨットは？

（小倉社長）横浜に係留しています。

̶̶̶名前は何ていう名前なんですか。

（小倉社長）名前がこれ、レッドキャッスルって

いう名前でして。レッドは赤、キャッスルはお城

ですね。直訳すると赤城、赤城グループの赤城で

すね。

̶̶̶年に２回ぐらいとおっしゃいましたけれど

も、それが社長の息抜きでもあるんでしょうか。

（小倉社長）そうですね、やっぱり気持ちいいで

すもんね。

【今後の目標と経営信条】

̶̶̶さて、仕事の話に戻りますけれども、赤城

グループの今後の目標をお聞かせいただけます

か。

（小倉社長）当然ながら、教習を通して事故のな

い社会を目指していくというのが、まず大前提で

ございます。事故・違反を１件でも少なくしてい

く。それが私の夢でございます。専門学校におい

ては、来年末をめどに、日本で日本語学校、留学

生を対象にした日本語学校を開校する予定になっ

ております。東南アジアの学生に日本に来ていた

だいて、日本の文化を知っていただく。そして、

これは少子化の中で、やっぱりどうしても海外、

留学生を受け入れなければいけないというふうに

私は考えておりまして、そういう中で、まず日本

語を勉強していただいて、その後、整備士になっ

ていただくだとか、美容師になってもらうだとか、

そういった勉強をしていただいて、自国に帰って、

もうどんどん、東南アジアは経済発展しておりま

すから、美の追求ですとか、健康への追求ですと

か、当然ながら自動車も壊れますし、修理もしな

ければいけない、点検もしなければいけない。そ

ういった技術、知識を持った人たちを後押しさせ

ていただいて、将来的には、教習所も含めてです

けれども、海外進出を考えていきたいというふう

に思っています。

̶̶̶海外を見据えた人材育成が始まるところな

んですね。

（小倉社長）そうですね。成功させていきたいな

というふうに思っています。

̶̶̶大きな夢ですね。

（小倉社長）ええ、もう頑張ります。

̶̶̶最後になりましたけれども、これから起業
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したいと考えている人や、事業を引き継いでいく

人へのメッセージの意味も込めてお話しいただけ

ればと思うのですが、会社を経営していく中で大

切なことは、小倉社長、何だと思いますか。

（小倉社長）私は創業者ではなくて、三代目なん

ですけれども、私が常日ごろから思っているのは、

やっぱり創業者の遺志、志というものを継承しな

がら、常に新しいものにチャレンジをしていくこ

とが大事なのかなあと。それは確かに失敗もたく

さん出てくるとは思うんですけれども、失敗を恐

れずに、「チャンス・チャレンジ・チェンジ」。ど

んなに苦境でも、それがチャンスであり、新しい

ことに挑むっていうチャレンジでもあります。創

業時の志を持ちながら、物事を変えていくという

ことを志しながらやっていっているのが、私の信

条でございます。

̶̶̶これからもどうぞ、「チャンス・チャレン

ジ・チェンジ」で、自動車を通じたイノベーショ

ンを起こしてください。期待しております。

（小倉社長）ありがとうございます。

̶̶̶今日のトップインタビューは、赤城グルー

プの小倉基宏社長に、FMぐんまのスタジオにお

越しいただき、お話を伺いました。さあ、それで

はここでもう１曲、小倉社長に選んでいただきま

した曲をお届けしたいと思います。これは高校生

のときによく聞いた曲だそうですね。

（小倉社長）はい。私、５つ上の姉がいるんです

けれども、姉がこの曲を聞いていまして、その影

響でこの曲を選びました。

̶̶̶それではお届けいたしましょう。デュラ

ン・デュランで『ガールズ・オン・フィルム』。

今日は小倉社長、どうもありがとうございました。

（小倉社長）こちらこそありがとうございました。

●保証協会からのお知らせ

創業チャレンジ資金と女性・若者・シニア
チャレンジ資金について
̶̶̶ここからは、群馬県信用保証協会からのお

知らせです。群馬県信用保証協会の栗原さんにお

話を伺います。栗原さん、よろしくお願いします。

（栗原調査役）こちらこそ、よろしくお願いします。

̶̶̶保証協会では、これまでの放送でお伝えし

てきたとおり、平成25年度から、創業応援チー

ムの拡充や、創業計画サポートガイドの改訂版の

発行、さらに群馬県とタイアップして保証料を割

引した制度、創業チャレンジ資金の取り扱いをス

タートするなど、特に創業支援に力を入れていま

すよね。２年余りがたちましたが、これまでの創

業チャレンジ資金の利用状況はどのようになって

いますか。

（栗原調査役）はい、まず当協会が取り扱ってい

る創業に関する各種保証制度の利用実績からお話

しします。平成25年度、26年度の２年間で、

548件、31億3,900万円の実績で、その前の２

年間と比べて、金額でおよそ９％増加しています。

そのうち、ご質問いただきました群馬県とタイ

アップしてつくった創業チャレンジ資金の利用実

績は、２年間で181件、９億6,100万円となって

います。

̶̶̶また今年度、新たに創業者向けの制度を創

設したと伺いましたが。

（栗原調査役）はい、保証協会では群馬県とタイ

アップしている創業チャレンジ資金を拡充し、こ

の４月より、女性・若者・シニアチャレンジ資金

を創設しました。この資金は、女性や34歳以下

の若者、55歳以上のシニアの方々に保証料をさ

らに引き下げして、一律0.45パーセントと、低

い保証料率でご利用いただけます。さらに創業計

画書作成のアドバイスから創業後の経営相談まで、

無料でご利用いただける制度となっています。今

年度に入り、４月の１カ月間で、創業チャレンジ

資金、女性・若者・シニアチャレンジ資金を合わ

せて13件と、活発にご利用いただいています。

̶̶̶保証協会が推奨する創業チャレンジ資金、

女性・若者・シニアチャレンジ資金を活用して、

群馬でたくさん創業する方が増えるといいですね。

（栗原調査役）はい、そう願っています。保証協

会では総勢39名からなる創業応援チームが、創

業チャレンジ資金、女性・若者・シニアチャレン

ジ資金のご利用にあたり、創業計画書作成のアド

バイス、お客さまが希望する金融機関への橋渡し、

そして、創業後の継続的な経営相談など、親身に

なったサポートを行っています。創業をお考えの

方、また、創業を考えていても今一歩踏み出せな

いという方、ぜひ一度、保証協会の創業応援チー
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ムにお気軽にご相談ください。「チャレンジ・

ザ・ドリーム」、保証協会は夢の実現に向かって

頑張るあなたを応援しています。

̶̶̶栗原さん、今日はどうもありがとうござい

ました。

（栗原調査役）ありがとうございました。

●チャレンジ企業紹介コーナー
株式会社アート

　「チャレンジ・ザ・ドリーム～群馬の明日をひ

らく～」、続いては訪問インタビューです。今日

ご紹介するのは、絹織物のまち、桐生の染物屋さ

ん、株式会社アートです。この会社、染物屋さん

ですから、布に色を染めるのはもちろんなのです

が、なんと染色技術を生かして、木綿などの天然

繊維や化学繊維に紫外線吸収などの絹と同じ機能

を持たせる魔法のような技術を持っている会社な

んです。化繊がシルクになってしまうって、どん

な技術なんでしょう。桐生市相生町の会社を訪問

して、伊藤久夫社長にお話を伺ってきました。

　私は今、桐生市相生町の株式会社アートに来て

います。相生駅の近くに工場があります。２階建

ての建物なんですね。ここにアイデア光る社長が

いらっしゃるんですね。早速お邪魔してみましょ

う。

̶̶̶こんにちは。

（伊藤社長）いらっしゃいませ。

̶̶̶伊藤社長ですか。

（伊藤社長）そうです。代表の伊藤でございます。

̶̶̶今日はどうぞよろしくお願いいたします。

（伊藤社長）こちらこそ。

̶̶̶失礼いたします。今、２階の事務所にお邪

魔させていただいているんですけれども、こちら

の事務所には、いろいろな開発した商品が並んで

います。布も伊藤社長に持ってきていただきまし

た。ちょっと触らせていただいていいですか。

（伊藤社長）どうぞ。触ってみてください。

̶̶̶これは木綿ですか。

（伊藤社長）これは木綿ですね。

̶̶̶これ、どこに絹の機能があるんでしょう？

（伊藤社長）風合い的には、それほど変わった風

合いにはなりません。むしろ、絹の持っている特

性ですね。美白効果、抗酸化性、吸透湿、紫外線

吸収の機能を持っているというふうに理解しても

らったほうがいいですね。綿100％のガーゼで、

しかもUV効果が97％以上ある、素晴らしい夏の

衣料でございます。

̶̶̶どういった形で、絹の機能というのがこの

布に付いているというか、状態なんですか。

（伊藤社長）繭から抽出したタンパク質を、いわ

ばコーティングに近い状態でくっ付けておりま

す。

̶̶̶ああ、そういうことなんですね。ぜひ、工

場も見せていただいてよろしいでしょうか。

（伊藤社長）はい、どうぞ。

̶̶̶工場に来ているんですけれども、これ、今、

４台ぐらい並んでいる四角い白いものは何です

か。

（伊藤社長）はい。これは保冷庫でございまして、

タンパク質は非常に腐敗が早いんです。したがっ

て、抽出した液は０℃から10℃でずっと保管し

なくてはいけません。その冷蔵庫でございます。

これは白い繭から抽出した液でございます。抽出

液ですね。水溶性になっていまして、シルクの固

形分が３％から５％組み込まれています。

̶̶̶なるほど、水溶液になっているわけですね。

これ、どうやってつくるのか、見せてもらってい

いですか。

（伊藤社長）はい。では、それをこれからお見せ

しましょう。

̶̶̶さて、工場の中の小さな倉庫のようなとこ

ろに連れてきていただいたんですが、社長、この

白くてふかふかしたこの真綿みたいなものは、何

ですか。
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（伊藤社長）これは毛羽ですね。繭玉の表面を覆っ

ている、糸にならない毛羽でございます。

̶̶̶ここからタンパク質を取るんですか。

（伊藤社長）そうです。それをこれからお見せし

ます。担当の牧野に説明させます。

̶̶̶この大きな機械は、なんかドラム式の洗濯

機のような感じですけれども、この中に先ほどの

毛羽を入れるということですか、牧野さん。

（牧野さん）はい、そうです。こちらに繭毛羽を

投入して、で、重量に対して水の量が決まってい

ますので、その水の量をその後に入れてあげて、

温度をかけてタンパク質を抽出するやり方になり

ます。

̶̶̶本当にこれは洗濯機のようにぐるぐる回る

というか、そういう動き方をするんですか。

（牧野さん）はい、ドラム式の洗濯機と同様に回

転します。

̶̶̶そうすると、タンパク質が、その水に溶け

出すんですか。

（牧野さん）そうですね。水溶性のタンパク質で

すので、その成分は水のほうに溶け出される状態

になります。

̶̶̶こうやって抽出されて、冷蔵庫で先ほど見

せていただいたように保管されました水溶液、こ

の後、どうやって伊藤社長、布に付ける、付着さ

せるんですか、教えてください。

（伊藤社長）はい。今、我々がやっているのは、

連続的に付ける、パッティング方法という方法を

取ります。ゴムロールでできたマングルという装

置ですが、抽出液をこのバスの中に入れます。こ

こへ布を通して、抽出液をリッピングします。リッ

ピングというのは、連続してくっ付けるという意

味です。で、ロールで均一に絞って、乾燥して終

わりです。

̶̶̶伊藤社長、この長いローラーなんですけれ

ども、これ、幅、どのぐらいですか。

（伊藤社長）２メートル50センチでございます。

ですから、布では最大幅、２メートルぐらいのも

のはできますね。

̶̶̶事務所に戻ってきました。まず初めに、伊

藤社長、会社のことについて教えてください。アー

トは社長が昭和57年（1982年）に設立したそう

ですね。

（伊藤社長）そうです。

̶̶̶それまでは、どのようなお仕事をされてい

たんですか。

（伊藤社長）私は桐生市で120年という歴史を持

つ染色工場へ、高校を卒業して22年間お世話に

なっていました。

̶̶̶そして、そこから独立しようと思ったのは

どうしてですか。

（伊藤社長）実は、この会社は経営不振で倒産して、

銀行管理になっていたんですね。

̶̶̶今、株式会社アートがあるこの場所の工場

を持っていた会社が、倒産していたと。

（伊藤社長）そうなんです。で、銀行のほうから

話がありまして、一度見てくれっていうことで行

きましたら、染色設備から、仕上げ機械から、も

う本当に新しい状態で保存されていましたので、

がぜん色気が出ましたね（笑）。

̶̶̶染色だけに、色気が出たと（笑）。

（伊藤社長）色気が出ましたね（笑）。

̶̶̶とは言いながらも、倒産したという話から

すると、繊維業界はちょっと厳しい時代に入って

いったということですかね。

（伊藤社長）そうなんです。厳しかったです。昭

和57年から58年っていうのは、かなりの不況

だったですね。

̶̶̶その不況の中を、独立するというのは、こ

れは相当の覚悟だったのではないですか。

（伊藤社長）うーん、あまり覚悟してませんでし

たね。

̶̶̶覚悟してなかった（笑）。
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（伊藤社長）だからやったんでしょうね。

̶̶̶お幾つのときですか。

（伊藤社長）40歳です。

̶̶̶40歳。そのときにはもう、ご家族もいら

して……。

（伊藤社長）もちろん。

̶̶̶奥さまとか、家族というのは？

（伊藤社長）もう大変でしてねえ。やっちゃって

から。

̶̶̶最初は従業員の方は、どのぐらいでスター

トしたんですか。

（伊藤社長）それも全く経営を知りません。決済も、

手形も知りません。ですから、会社っていうのは

まず人を集めることだっていうことで、10人ぐ

らい募集しちゃったんですね。で、仕事、何もあ

りませんよ。

̶̶̶どうやってお仕事を取っていったんですか、

営業したんですか、社長が。

（伊藤社長）いや、最初は本当に大変でしたね。

１件、１件、回りましたよ。

̶̶̶飛び込みでですか？

（伊藤社長）飛び込みですね。まあ、大変でしたよ。

口では表せないほど。

̶̶̶そこから少しずつお客さまが増えていった

きっかけっていうのは、何でした？

（伊藤社長）そうですね、それは、前の会社で水

着とかスポーツウエアのスパンデックスっていう、

伸び縮みする素材を扱っていましたから、スパン

デックスについては強かったんですね。

̶̶̶ところで先ほど見せていただいた絹タンパ

クを使った技術なんですけれども、これはいつご

ろ、どうやって開発したんですか。

（伊藤社長）これは平成12年、経済産業省のほう

から地域の資源を使ったものづくりをしなさいっ

ていう支援事業があったんですね。で、群馬県の

ほうから話があって、繭を使ったものづくりをや

ろうということでスタートしたわけです。

̶̶̶これ、もともと絹タンパクを開発しようと

か、何かそういうのがあったんですか。

（伊藤社長）いや、全くないですね。

̶̶̶どういうところから目をつけていったんで

すか。

（伊藤社長）群馬県の繊維工業試験所の亀石さんっ

ていう研究員が、「伊藤さん、この糸になんない繭

毛羽をちょっと研究しようや」っていうアイデア

を持ち込まれたんですよ。廃棄処分してあるから、

産業廃棄物ですよね。で、まず、群馬大学と共同

研究しましてね、驚くべき結果が出たんですね。

̶̶̶驚くべき結果といいますと？

（伊藤社長）繭本体よりも、繭毛羽のほうがタン

パク質量が20％多いっていうことがわかったわ

けですね。そこでひらめいたんですよね。

̶̶̶ひらめいた。

（伊藤社長）はい。

̶̶̶それを使ってどんなことをしようというふ

うにひらめきましたか。

（伊藤社長）そうですね、タンパク質をどうやって、

まず抽出するか。

̶̶̶ああ、そのままでは毛羽は使えないですも

のね。

（伊藤社長）もちろん。毛羽は使えない。うちは

染色工場です。この抽出をする機械が、実は手ご

ろな染色機があるんですね。もちろんそのまま使

うわけにはいきませんけど、少し改造してもらっ

て、抽出機に直したんですよ。

̶̶̶そういった中で、開発にいよいよめどが付

いたということなんでしょうけれども、実際に商

品化にもなっておりまして、例えば今日も見せて

いただきました、もちろん布であったりとか、そ

れが洋服になっていったり、化粧品としても利用

しているそうですね。

（伊藤社長）そうですね。実は化粧品をやろうっ

て言ったのは、女性従業員がショーツに処理して、

お尻がつるつるになったと。これは化粧品をやろ

うと。

̶̶̶あ、絹タンパクを付着させた下着を着けた

ら、お尻がつるつるになったという（笑）。

（伊藤社長）これはギクッときましたね。

̶̶̶あ、それで社長が思い付いたわけですね。

（伊藤社長）そう、化粧品をやろうと。まず、抽

出液をそのまま美容液で開発して、さらに石けん

とか、UVクリームとか開発をしております。

̶̶̶商品化した後、それを販売しなくてはいけ

ませんよね。そういったところの販路というのは

どういうふうに？

（伊藤社長）これまた創業と同じで、全く販路な
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くやりましたからね。

̶̶̶販路なく開発だけ、商品だけできたと

（笑）。

（伊藤社長）いいものをつくれば売れるって。と

んでもない発想ですからね。

̶̶̶いやあ、どういうふうに開拓したんですか。

（伊藤社長）やっぱり人間関係でしょうね。

̶̶̶お知り合いの方とか、口コミですか。

（伊藤社長）展示会で知り合った方とか。

̶̶̶あ、展示会ですか。

（伊藤社長）はい。

̶̶̶見本市のような感じですか。

（伊藤社長）そうですね、見本市はずいぶんやり

ました。

̶̶̶いろんなところに出展して……。

（伊藤社長）いろいろ出ました。それは効きますね。

̶̶̶ところで会社設立から今年で33年という

ことですが。

（伊藤社長）そうですね。

̶̶̶あらためて今までを振り返って、独立して

正解でしたか。

（伊藤社長）いやあ、フィフティ、フィフティでしょ

う。

̶̶̶ハーフハーフ。

（伊藤社長）スケートの真央ちゃんと同じ気分で

すよ。いつもスタートラインと思っています。

̶̶̶いつでもスタートラインというのはどうい

うことですか。

（伊藤社長）会社ですから、当然利益を追求しな

くてはいけませんし、ものをつくっていて社会に

貢献するっていうことと、特にこの桐生地区は製

造業っていうのが非常に少ない。だから、何とか

この地域を活性化させなくちゃいけない。生意気

なようですけど、元気なまちをつくりたいなと、

いつも思っています。あとは、少ない人数ですけ

ど、やはり従業員が、この会社でよかった、これ

からもこの会社にいたいとかね、そういう安定し

た、より高い給料が払えるような会社にしたいで

すね。

̶̶̶やりがい、ですね？

（伊藤社長）ええ、やりがい、重責ですよね。

̶̶̶最後に、今後の目標についてもお聞かせく

ださい。

（伊藤社長）そうですね。化粧品にしても、製造

一貫までは至ってないわけですね。夢を現実にし

たいと思っているのが、ハンドソープ、手づくり

石けん。この工場を近々立ち上げるかなと思って

おります。

̶̶̶ハンドソープ。

（伊藤社長）はい。まさにメイド・イン・桐生の

石けんをつくろうかなと夢を持っています。

̶̶̶これからも桐生発のさまざまな、ここでし

かできないという商品を、社長のアイデアで生み

出していっていただければと思います。今日は桐

生市相生町の株式会社アートの伊藤久夫社長にお

話を伺いました。伊藤社長、どうもありがとうご

ざいました。

（伊藤社長）いいえ、こちらこそ、ありがとうご

ざいました。

●エピローグ
　夢への挑戦をテーマに、明日へ向かって走って

いる人を応援する番組「チャレンジ・ザ・ドリー

ム」。今日は、番組前半は、自動車教習所や自動

車整備士養成学校を運営する赤城グループの小倉

基宏社長へのトップインタビュー、そして後半は、

桐生市の株式会社アートの訪問インタビューをお

届けしました。トップインタビューの模様は、ポッ

ドキャスト配信も行っています。FMぐんまホー

ムページの「チャレンジ・ザ・ドリーム」のサイ

トをご覧ください。

　「チャレンジ・ザ・ドリーム～群馬の明日をひ

らく～」、この番組は「頑張るあなたを応援しま

す！群馬県信用保証協会」の提供でお送りしまし

た。ご案内役は、私、奈良のりえでした。

ＦＭぐんまと当協会の共同制作番組

チャレンジ・ザ・ドリーム
～群馬の明日をひらく～
【８月の放送のお知らせ】

平成27年８月６日（木）12:00～12:55

再放送　 ８月８日（土）  8:00～  8:55

ぜひお聞きください！
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